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１．研究課題 

（和文）星における巨大フレアの幾何と発生機構の研究 

（英文）Geometry and mechanism of large flares on stars 

 

２．研究期間 

２年間 

 

３．研究の概要（背景・目的・研究計画・内容および成果 和文 600字程度、英文 50word 程度） 

（和文） 

 星フレアの中には太陽フレアに比べ桁違いに大規模なものが存在する。しかし太陽フレアと

違い、それらは遠方で起こるため、画像情報を得ることはほとんどできず、その起源や幾何の

理解は著しくたち遅れている。また巨大なフレアほど起こる頻度が少ないため、星が起こしう

る最大フレアとはどのようなものであるかについてもほとんど理解されていない。 

 本研究では中央大学理工学部６号館屋上に可視光自動観測システムを構築しつつ、既存の X

線天文衛星での観測、および６号館屋上観測システムを用いた多波長同時観測を進めた。その

結果、以下のような実りある成果を得ることができた。 

（１）全天 X 線監視装置 MAXI/GSCを用いて星の巨大フレアを探査し、i）巨大フレアの発生

頻度が太陽フレアと同じ冪でエネルギーとともに落ちること、（ii）太陽フレアからMAXIで検

出される巨大フレアまでの１０桁もの範囲で黒点の面積がフレア規模と強く相関しているこ

と、（iii）HR1099の最大フレアエネルギー、を明らかにした。 

（２）II Peg のフレアを多波長同時観測し、長時間に渡るHα輝線の青方変移と X線帯域での

再加熱から、太陽で起こるツーリボンフレアの超巨大版の証拠を得た。 

さらに（３）Class 0 と分類される、未だ星を形成しつつある初期の天体から X線が出ている

ことを確認。星はいつから X線を放射し始めるかについての制限を与えた。 

 

（英文）In order to search the origin and the geometry of flares on stars, (1) Using the 

Monitor of All-sky X-ray Image (MAXI), we searched huge X-ray flares on stars, and 

obtained the dependence of flare frequencies with flare energy and the relation of flare 

energy to the stellar spot size, ranging ten orders of magnitude, from small solar flares to 

huge stellar flares. (2) In a multi-wavelength observation of II Peg, a huge version of 

two-ribbon flare was detected. (3) We obtained the proof that a Class 0 candidate emits 

X-rays. 
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